日本家禽学会会員の皆様へ

鳥類研究者名簿作成のお願い







名古屋大学大学院生命農学研究科附属

　　　　　　　　　　　



鳥類バイオサイエンス研究センター長






　　　　　　　　　　島　田　清　司
　平成19年度４月１日より名古屋大学大学院生命農学研究科では鳥類バイオサイエンス研究センターを設置いたしました。このセンターは、名古屋大学が文部科学省に概算要求しておりました特別教育研究経費（研究推進）「鳥類生命科学におけるポスト・ゲノム研究の展開－鳥類遺伝資源の多様性維持・開発と高次機能研究への活用－」（平成19-23年）が認められたことによるものです。
事業には以下の内容が含まれています。

１） 鳥類のポスト・ゲノム研究の推進（共同研究の推進）
２） 鳥類遺伝資源の維持・管理・提供設備の充実
３） 若手研究者の育成（大学院生等の研究への協力）
４) 国内・国際シンポジウムの開催（研究コミュニティへの寄与）

５) 鳥類遺伝資源提供（ひな、卵、DNAなど）と研究情報提供
　この事業の重要な使命として、家禽研究資源・研究情報の収集と研究コミュニティへの提供サービスがあります。この目的に応えるため、先ず、家禽を研究対象にしている国内研究者の名簿を作成し、関心を持って頂ける方々から情報の提供のお願いを致したいと思います。

　収録されました情報は、統計的データとして研究活動の紹介に使わせていただくことと、当研究センターを介して関連鳥類研究活動の情報交流促進、さらには研究資源（材料）の提供などでお役に立ちたく思っています。

　個人情報で制限もあると思いますが、氏名、所属、役職、鳥種、研究技法、研究内容、e-mail 

address,　電話番号、ファックス番号など、お差し支えのない範囲で結構ですので、別紙書式に回答いただきますようお願いいたします。提供された個人情報については、本人の了解なしに公開しないこととします。　なお、ご回答をいただいた皆様には当研究センターから、研究資源、研究成果、その他研究交流会などに関する情報提供をさせて頂きます。

当鳥類バイオサイエンス研究センター組織は以下の通りです。

専任教授　　　　並河　鷹夫　（応用遺伝・生理学講座　教授兼務）

専任准教授　　　齋藤　昇　　（応用遺伝・生理学講座　准教授兼務）

センター研究員　水谷　誠

センター研究員　木下　圭司

教授（兼務）　　堀尾　文彦、　　海老原　史樹文

准教授（兼務）　吉村　崇、　　　大森　保成　　　

事務員　　　　（1名予定）

ホームページ：http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~abrc/
以上どうかよろしくお願い申し上げます。
平成19年5月7日

ワード形式

鳥類研究者データベース回答用紙（宛先：kshimada@agr.nagoya-u.ac.jp
〒464-8601　名古屋市千種区不老町

名古屋大学大学院生命農学研究科附属

鳥類バイオサイエンス研究センター）
　　　　　　　　　　　　

——————————————————————————————————
氏名　(漢字)　　　（　　　　　　　）　　　

　　（ローマ字）　（　　　　　　　　）

所属機関等　　　　　　（　　　　　　　　）

所属機関住所
（〒　　　　　　　　　　　　　）

役職　（学生、院生）　　　（　　　　　　　　）

email address　（　　　　　　　　）

電話番号      　（　　　　　　　　）　　　　　

ファックス番号  （　　　　　　　　）

 鳥種          （　　　　　　　　）

研究技法　　　　（　　　　　　　　）

研究課題キーワード　（5個まで） （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　

——————————————————————————————————
